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○
北
秋
田
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権

限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
北
秋
田
市
比
立
内
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て 

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
令
和
７
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

○
令
和
７
年
度
各
事
業
会
計
補
正
予
算

○
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

○
令
和
８
年
度
各
特
別
会
計
予
算

○
令
和
８
年
度
各
事
業
会
計
予
算

○
北
秋
田
市
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
四
季

美
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

○
北
秋
田
市
農
産
物
等
直
売
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て 

○
北
秋
田
市
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

３
月
定
例
会
の
主
な
議
事

主 な 令 和 ８ 年 度 予 算 予 算 額

路線バスフリーパス助成金

窓口業務ＤＸ化事業

ハッピーアニバーサリー事業

妊婦のための支援給付事業

ゼロカーボンハウス推進補助金

水道料金減免分の一般会計繰出金

外国人就労者確保支援事業

有害鳥獣駆除事業

道の駅たかのす整備事業

住宅リフォーム支援事業補助金

鷹巣中学校体育館改築事業

ＩＣＴ学習環境整備事業

縄文シティサミットinきたあきた開催補助金

789万１千円

3263万４千円

558万４千円

960万円

780万円

4122万４千円

1000万円

5288万３千円

２億6019万３千円

2700万円

２億8048万５千円

2394万７千円

300万円

令和８年

３月定例会

令和８年

３月定例会

　

令
和
８
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
12
日
か
ら
２
月
26

日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
承
認
１
件
、
条
例
案
13
件
、
補
正
予
算
案
12
件
、

当
初
予
算
案
19
件
、
単
行
議
案
８
件
、
報
告
１
件
の
ほ
か
、
最
終
日
に
は
、

人
事
案
件
の
追
加
提
案
４
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可

決
及
び
同
意
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
３
件
に
つ
い
て
は
、
２
件
を
採
択
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
と
し
、
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

令和８年度一般会計当初予算は

　　256億7469万2000円

令和８年度一般会計当初予算は

　　256億7469万2000円

３月定例会最終日の様子は
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。

起立採決（議案第26号 令和８年度北秋田市一般会計予算）

市議会だより ぎかいの杜 02



賛
成
・
反
対
討
論

賛
成
・
反
対
討
論

 

▼
議
案
第
２
号

 

反
対
討
論　

 

板
垣
　淳  

議
員

　

『
こ
ん
な
と
き
議
員
の
手
取
り
上
げ
る

案
』
。
こ
れ
は
毎
日
新
聞
に
載
っ
た
川
柳
。

多
く
の
市
民
も
同
じ
思
い
で
し
ょ
う
。
値

上
げ
総
額
約
9
0
0
万
円
は
市
民
の
く
ら

し
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

 

反
対
討
論　

 

福
岡 

由
巳  

議
員

　

物
価
高
騰
の
折
、
ま
ず
率
先
し
て
手
掛

け
る
べ
き
こ
と
は
市
民
の
く
ら
し
を
守
る

政
策
の
充
実
で
あ
り
、
今
回
の
「
灯
油
購

入
助
成
金
」
の
よ
う
な
政
策
の
追
加
で
あ

る
。
議
員
報
酬
引
き
上
げ
は
時
期
尚
早
で

見
送
る
べ
き
で
あ
る
。

 

▼
議
案
第
３
号

 

反
対
討
論　

 

板
垣
　淳  

議
員

　

同
じ
規
模
の
市
に
あ
わ
せ
る
た
め
給
与

を
上
げ
る
と
い
う
が
、
当
市
の
人
口
は
13

市
で
下
位
な
の
に
市
長
給
与
は
上
か
ら
４

番
目
。
人
口
が
２
倍
の
大
館
市
な
ど
よ
り

も
高
い
。
こ
れ
を
下
げ
な
け
れ
ば
辻
褄
が

あ
わ
な
い
。

 

▼
議
案
第
14
号

 

反
対
討
論　

 

三
浦 

倫
美  
議
員

　

道
の
駅
た
か
の
す
整
備
事
業
予
算
に
反

対
。
大
型
事
業
に
お
金
を
か
け
る
よ
り
災

害
対
策
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。
と
の
声

が
あ
る
。
住
民
合
意
が
充
分
で
な
い
事
業

は
推
し
進
め
る
べ
き
で
な
い
。
く
ら
し
最

優
先
の
予
算
が
求
め
ら
れ
る
。

 

▼
議
案
第
26
号

 

反
対
討
論　

 

板
垣
　淳  

議
員

　

議
員
は
、
報
酬
（
月
）
３
万
円
引
き
上
げ
、

市
長
は
公
用
車
が
ま
だ
８
万
km
し
か
走
っ

て
な
い
の
に
7
5
0
万
円
の
高
級
車
を
買

う
。
一
方
、
市
民
に
は
物
価
高
騰
対
策
が

ま
っ
た
く
な
い
。
こ
ん
な
予
算
は
認
め
ら

れ
な
い
。

 

反
対
討
論　

 

福
岡 

由
巳  

議
員

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
は
、

就
業
人
口
は
激
減
し
て
い
る
と
と
も
に
高

齢
化
し
て
い
る
こ
と
は
深
刻
で
あ
る
。
同

様
に
酪
農
、
果
樹
、
花
卉
経
営
の
衰
退
も

厳
し
い
現
状
か
ら
い
ま
す
ぐ
抜
本
的
な
政

策
・
予
算
が
求
め
ら
れ
る
。

 

▼
議
案
第
42
号

 

反
対
討
論　

 

久
留
嶋 

範
子  

議
員

　

昨
年
の
分
娩
取
り
扱
い
中
止
に
続
き
、

小
児
科
、
婦
人
科
の
入
院
受
け
入
れ
も
中

止
。
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
新
年

度
の
施
政
方
針
も
、
従
前
と
同
じ
。
常
勤

医
師
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
。
厚
生
連
と

の
連
携
強
め
、
改
善
策
が
必
要
。

 

反
対
討
論　

 

福
岡 

由
巳  

議
員

　

４
月
か
ら
許
可
病
床
数
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
６
病
棟
を
３
病
棟
に
し
約
90
億
円
の

建
設
費
は
莫
大
な
無
駄
遣
い
と
な
る
。
同

時
に
、
常
勤
医
師
等
の
不
足
で
診
療
科
目

が
減
少
す
る
な
ど
医
療
環
境
の
後
退
は
市

民
が
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

 

▼
議
案
第
43
号

 

反
対
討
論　

 

福
岡 

由
巳  

議
員

　

６
月
議
会
で
水
道
料
金
引
き
上
げ
に
反

対
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
の
折
、
上
下
水

道
両
公
共
料
金
引
き
上
げ
は
他
に
も
大
き

く
影
響
を
与
え
る
も
の
と
危
惧
す
る
。
15

年
も
審
議
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
こ
と
も

一
因
で
市
の
責
任
は
大
き
い
。

 

▼
陳
情
第
53
号

 

賛
成
討
論　

 

板
垣
　淳  

議
員

　

原
案
に
賛
成
。
地
域
住
民
は
以
前
と
同

じ
温
泉
と
食
事
提
供
が
あ
る
形
で
の
再
開

を
願
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
観
光
の
面
か
ら

も
必
要
で
、
国
定
公
園
に
な
っ
た
と
き
温

泉
も
食
事
も
な
い
簡
易
施
設
で
は
恥
ず
か

し
い
。

 

反
対
討
論　

 

佐
々
木 

正
史  

議
員

　

温
泉
・
食
事
提
供
を
求
め
る
陳
情
は
、

現
在
進
め
て
い
る
計
画
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

早
期
営
業
に
遅
れ
を
来
す
こ
と
に
な
る
た

め
、
残
念
だ
が
反
対
す
る
。

 

賛
成
討
論　

 

福
岡 

由
巳  

議
員

　

観
光
産
業
は
「
外
貨
」
を
稼
ぐ
の
が
大

き
い
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
付
加
価

値
を
付
け
利
益
を
上
げ
る
施
策
が
必
要
で

あ
り
、
国
定
公
園
を
目
指
す
今
、
陳
情
書

は
理
に
か
な
い
地
元
住
民
の
要
望
を
真
摯

に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

反
対
討
論　

 

小
笠
原 

寿  

議
員

　

土
地
の
売
買
が
進
ま
ず
、
簡
易
型
宿
泊

施
設
で
も
４
億
６
千
万
以
上
か
か
る
中
で
、

指
定
管
理
者
の
応
募
が
無
く
、
湯
量
の
確

保
が
難
し
く
て
休
止
に
至
っ
た
経
緯
か
ら

も
地
元
住
民
の
気
持
ち
は
充
分
察
す
る
が
、

元
の
形
の
再
開
は
困
難
。

 

反
対
討
論　

 

松
橋 

史
尚  

議
員

　

陳
情
に
あ
る
食
事
提
供
は
今
後
の
指
定

管
理
者
の
経
営
方
針
次
第
だ
が
、
温
泉
提

供
に
関
し
て
は
湧
出
量
か
ら
鑑
み
て
分
湯

方
式
は
難
し
い
の
と
、
新
た
な
掘
削
作
業

に
掛
か
る
コ
ス
ト
等
も
加
味
す
る
と
非
常

に
困
難
だ
と
考
え
る
。

○：賛成　●：反対　▼：欠席もしくは退席　除：除斥賛否が分かれた議案等の表決状況

久
留
嶋
範
子

中
嶋　

洋
子

永
井　

昌
孝

杉
渕　

一
弘

松
橋　

史
尚

福
田　

牧
子

長
崎　

克
彦

松
橋　

久
敏

板
垣　

   

淳

佐
藤　

文
信

佐
藤　

重
光

木
村　

謙
一

小
笠
原　

寿

福
岡　

由
巳

佐
々
木
正
史

堀
部　
　

壽

採
決
結
果

所属会派・議員氏名

議　案　名

日本共産党
議員団

新創会

三
浦　

倫
美

可
決

※議長は採決には加わりません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ●

清明会
公
明
党

議案第２号　北秋田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３号　北秋田市長、副市長及び教育長の給与及び旅

費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

無会派

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

五
代
儀
義
富

議案第14号　令和７年度北秋田市一般会計補正

予算（第15号）

議案第26号　 令和８年度北秋田市一般会計予算 

議案第42号　令和８年度北秋田市病院事業会計

　予算

議案第43号　令和８年度北秋田市水道事業会計

予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情第53号　 森吉山荘の温泉と食事提供を含め

た再開を求める陳情 
● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○

可
決

可
決

可
決

不
採
択

可
決

可
決

03 市議会だより ぎかいの杜

※賛否が分かれた議案等の表決状況及び賛否・反対討論は、原案に対して「賛成」か「反対」かを掲載しています。



　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
承
認
１
件
、
条
例
案
６
件
、

予
算
案
16
件
の
計
23
件
で
あ
り
ま

し
た
。

　

『
一
般
会
計
補
正
予
算
』
医
療

健
康
課
の
審
査
で
委
員
か
ら
「
特

定
健
診
の
委
託
料
が
大
幅
に
減
額

さ
れ
た
理
由
は
」
と
質
疑
が
あ
り

ま
し
た 

。
当
局
か
ら
は
「
受
診

率
が
目
標
の
40
％
に
届
か
な
か
っ

た
。
今
後
の
対
策
と
し
て
、
個
別

医
療
機
関
で
の
受
診
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

『
令
和
８
年
度
一
般
会
計
』
生

活
環
境
課
の
審
査
で
委
員
か
ら

「
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
回
収
量
減

少
に
よ
る
委
託
費
の
増
額
」
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
民
間
事
業
者
の
収
集
努
力
や
書

類
の
電
子
化
が
要
因
。
市
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
量
が
減

る
と
、
結
果
的
に
市
の
委
託
料
（
ご

み
処
理
費
用
）
負
担
が
増
加
し
て

し
ま
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

市
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
旧
ク
リ
ー
ン
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
解
体
を

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
承
認
１
件
、
条
例
案
４
件
、

予
算
案
13
件
、
単
行
議
案
５
件
の

計
23
件
で
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
税
務
課

の
審
査
で
は
、
委
員
か
ら
「
他
市

町
村
で
は
、
固
定
資
産
の
評
価
額

が
随
分
下
が
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

当
市
の
場
合
は
ど
う
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
３
年

に
一
度
評
価
替
え
が
あ
り
、
最
近

で
は
令
和
６
年
度
に
行
っ
て
い
る
。

当
市
で
は
、
全
体
的
に
下
落
傾
向

で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
加
味
し
た

予
算
措
置
を
し
て
い
た
が
、
建
物

の
新
築
や
増
改
築
も
あ
り
、
増
額

補
正
と
な
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
合

政
策
課
の
審
査
で
は
、
委
員
か

ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

は
地
元
農
産
物
が
３
割
以
下
、

事
務
費
を
合
わ
せ
５
割
以
下
と

い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
返
礼
品

と
事
務
費
を
足
す
と
い
く
ら
に

な
る
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
は
「
49
.
91
％
を
見

込
ん
で
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

単
行
議
案
の
北
秋
田
市
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

　[委員長]小笠原 寿　[副委員長]五代儀義富　[委員]杉渕一弘／板垣　淳／長崎克彦／堀部　壽

総務文教常任委員会  ふるさと納税の返礼品割合は ふるさと納税の返礼品割合は

　[委員長]永井昌孝　[副委員長]福田牧子　[委員]木村謙一／久留嶋範子／中嶋洋子／佐藤文信

市民福祉常任委員会  資源ごみ減少が招く委託料の増加 資源ごみ減少が招く委託料の増加

３月定例会　常任委員会審査３月定例会　常任委員会審査

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
審
査

で
は
、
委
員
か
ら
「
報
酬
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秋
田
県

内
13
市
の
中
で
何
番
目
に
な
る

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
は
「
今
ま
で
は
13
市
中
12
番
目

で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
、
11
番
目
と
な
る
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
す
る
に
あ

た
り
討
論
が
あ
り
、
反
対
の
立
場

か
ら
「
物
価
高
で
実
質
賃
金
が
目

減
り
し
て
い
る
社
会
情
勢
の
中
で

申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
反

対
」
、
賛
成
の
立
場
か
ら
「
現
在

の
我
々
に
対
す
る
提
案
と
い
う
よ

り
、
改
選
後
の
次
の
議
員
に
対
す

る
提
案
と
受
け
止
め
賛
成
」
と
討

論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
原
案
の
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
審
査
を
踏

ま
え
、
そ
の
他
の
提
出
議
案
は
、

全
会
一
致
及
び
賛
成
多
数
で
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。（

委
員
長　

小
笠
原 

寿
）

含
め
た
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
」

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局

か
ら
は
「
跡
地
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
『
過
疎
対
策
事
業
債
』
な

ど
の
有
利
な
財
源
を
充
当
で
き
る

よ
う
、
コ
ン
サ
ル
か
ら
の
提
案
と

合
わ
せ
基
本
計
画
を
策
定
す
る
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
課
の
審
査
で
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
混

乱
す
る
の
で
は
」
と
の
質
疑
に
、

当
局
か
ら
「
新
た
に
『
Ｄ
Ｘ
総
合

案
内
人
』
を
１
名
配
置
す
る
ほ
か
、

広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
周
知
を

徹
底
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

『
令
和
８
年
度
病
院
事
業
会
計

予
算
』
で
は
、
「
分
娩
取
扱
中
止
、

病
床
数
削
減
に
よ
り
、
市
民
が
不

安
に
。
厚
生
連
と
の
連
携
や
改
善

策
を
急
ぐ
べ
き
」
と
の
反
対
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
査
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
20
件
は
審
査
の
結

果
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

永
井
昌
孝
）

割合は49.91％の
見込み
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
承
認
１
件
、
条
例
案
３
件
、

予
算
案
６
件
、
単
行
議
案
３
件
、

陳
情
３
件
の
計
16
件
で
し
た
。　

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
産
業
政
策
課
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
応
援

チ
ケ
ッ
ト
の
追
加
販
売
に
つ
い
て
、

昨
年
は
市
民
か
ら
の
苦
情
が
多
く

あ
っ
た
。
年
金
支
給
日
を
意
識
し
、

早
め
に
周
知
す
べ
き
」
と
の
質
疑

に
、
当
局
か
ら
は
「
来
年
度
は
通

常
販
売
を
５
月
ま
で
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
追
加
販
売
は
６
月

の
年
金
支
給
日
に
配
慮
し
た
日
程

と
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
の

農
林
課
の
審
査
で
は
、
委
員
か
ら

「
熊
対
策
の
緩
衝
帯
整
備
補
助
金

の
内
容
は
」
と
の
質
疑
に
、
当
局

か
ら
は
「
地
域
で
行
う
整
備
へ
の

支
援
で
、
集
落
周
辺
の
下
刈
り
10

ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
を
助
成
す

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
課
の
審
査
で
は
「
森
吉
山
阿

仁
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
、
ゴ
ン
ド

ラ
等
の
今
後
の
更
新
に
向
け
た
具

体
的
な
方
針
は
」
と
の
質
疑
に
、

　[委員長]松橋久敏　[副委員長]福岡由巳　[委員]三浦倫美／松橋史尚／佐々木正史／佐藤重光

産業建設常任委員会  森吉山スキー場は計画的に更新 森吉山スキー場は計画的に更新

当
局
か
ら
は
「
令
和
６
年
度
に
実

施
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
及
び
リ
フ
ト
の

索
道
診
断
か
ら
修
繕
や
更
新
が
必

要
な
箇
所
が
判
明
し
て
い
る
。
今

後
は
、
優
先
度
の
高
い
個
所
か
ら

計
画
的
に
更
新
を
進
め
て
い
く
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
令
和
８
年
度
一

般
会
計
予
算
、
令
和
８
年
度
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
、
こ
の
ほ
か
の
議
案
は
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
３
件
の
う
ち
「
森

吉
山
荘
の
温
泉
と
食
事
提
供
を
含

め
た
再
開
を
求
め
る
陳
情
」
の
審

査
で
は
「
市
の
計
画
が
変
わ
り
、

再
開
時
期
が
さ
ら
に
遅
れ
る
」
と

の
反
対
討
論
や
「
市
の
計
画
は
、

国
定
公
園
化
に
向
け
た
方
針
と
乖

離
す
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

松
橋
久
敏
）

市民福祉常任委員会 産業建設常任委員会総務文教常任委員会

閉 会 中 の 所 管 事 務 調 査 報 告 （ 抜 粋 ）閉 会 中 の 所 管 事 務 調 査 報 告 （ 抜 粋 ）

　１月14日に『獣害対策について』

の調査を実施しました。

当局からは獣害、特に熊に関する

これまでの取組、その実績と課題、

今後の方向性の説明等がありまし

た。熊の捕獲頭数は令和５年333頭、

令和７年343頭と極めて多くなって

いて、委員からは「猟友会は高齢化

や会員の減少で難儀されている。

行政職員は増やせないものか」と

の質問があり「北秋田市の人口減少

により市職員も減り獣害対策だけ

に人を増やすのは難しい。一般市

民も含めて全体でサポート体制を

作っていけるかが鍵になると思う」

の答弁など多数の質疑がありまし

た。

（文責者：副委員長　福岡由巳）

　１月15日に『北秋田市の介護分

野で働く外国人材雇用状況（生活

状況）ついて』調査を実施しました。

当局より、介護現場における深刻

な人材不足、採用難、職員の高齢化、

施設稼働率の低下等の課題に直面、

この状況の改善のため特定技能制

度を活用した外国人材の受入れの

決断をしたとの経緯の説明があり

ました。その後、介護現場を視察、

教育担当者を配置し、夜勤ができ

るまで仕事に慣れてきている様子

や雪国の生活の大変さを聞くこと

ができました。最長５年の在留期

間を北秋田市の高齢者のために頑

張って欲しいと願い視察を終わり

ました。

（文責者：副委員長　福田牧子）

　１月16日に『災害時対応システ

ムと備蓄品について』の調査を実

施しました。今年度に県との共同

事業で整備が決まった「災害時多

人数キッチンシステム」は災害時

に在宅や車中泊の避難者を支援し

て避難生活の質の向上を目的とす

るもので一度に100人分の食事の

提供が可能で、県北では「道の駅

たかのす」と「四季美館」に配備

されます。また北秋田市地域防災

計画の備蓄計画に基づき、想定避

難者数を3618人として発災から３

日分の19品目を市内18か所に備蓄

している事や、災害時に「ラップ

オントイレ」や「段ボールベッド」

を使用する際の説明を受けました。

（文責者：副委員長　五代儀義富）

３月定例会　常任委員会審査３月定例会　常任委員会審査
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ク
マ
対
策
さ
ら
に
強
化
を

 

ク
マ
対
策
さ
ら
に
強
化
を

日
本
共
産
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

　

昨
年
の
施
政
方
針
に
は
あ
っ
た
市

職
員
の
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
」
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」

が
な
い
。

　

引
き
続
き
取
り
組
む
。

　

内
陸
線
運
休
の
際
は
代
替
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
を
。

　

難
し
い
が
可
能
な
範
囲
で
対
応
し

た
い
。

　

空
き
家
対
策
を
。

　

早
期
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
応

す
る
。

　

市
民
病
院
の
「
良
質
か
つ
適
正
な

医
療
を
安
定
的
に
」「
県
内
外
か
ら
医

師
を
誘
致
」
は
前
年
度
の
施
政
方
針

に
も
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
１
年
、
医

師
は
退
職
し
病
院
も
縮
小
し
て
お
り
、

施
政
方
針
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
す
ぎ

る
。

　

市
民
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

会派代表質問会派代表質問市長の施政方針を問う市長の施政方針を問う

板垣　淳

運休時には代替バス等を

（いたがき　じゅん）

会派代表質問
３人以上の会派の代表が行う、市長の市政方針に対
しての質問です。
一定の議員数を有する会派ごとに調整して質問する
ことで、重複する質問を減らし、円滑かつ効率的な
議事運営を図るために採用しています。

　※ＱＲコードから会派代表質問の映像がご覧いただけます

し
い
が
、
機
能
維
持
と
充
実
に
全
力

で
取
り
組
む
。

　

ク
マ
対
策
の
強
化
を
。

　

果
樹
木
の
伐
採
、
電
気
柵
設
置
、

緩
衝
帯
整
備
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
は
こ
れ
に

加
え
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
捕
獲

な
ど
ク
マ
と
人
が
出
会
わ
な
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。

　

大
雪
で
道
路
脇
の
樹
木
が
倒
れ
、

交
通
に
支
障
を
き
た
し
た
り
停
電
に

な
っ
た
り
し
た
。
対
策
は
。

　

事
前
点
検
と
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

予
防
に
努
め
る
。

　

小
中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

設
置
を
。

　

必
要
だ
と
思
う
。
検
討
す
る
。

≪日本共産党議員団≫

　１．国内外の情勢

　２．総務部関係

　３．財務部関係

　４．市民生活部関係

　５．健康福祉部関係

　６．産業部関係

　７．建設部関係

　８．教育委員会関係

≪ 清 明 会 ≫

　１．総合政策について

　２．災害対策について

　３．産業振興政策について

　４．教育・生涯学習振興について

≪ 新 創 会 ≫

　１．財政について
　２．財産管理について
　３．生活環境政策について
　４．産業政策について
　５．「道の駅たかのす」リニューアル
　　　について

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ
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災
害
防
止
策
と
し
て

　
　

 

マ
ン
パ
ワ
ー
組
織
を

 

災
害
防
止
策
と
し
て

　
　

 

マ
ン
パ
ワ
ー
組
織
を

佐藤　文信

小笠原　寿

　

次
世
代
に
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
為

に
、
合
併
時
の
特
例
措
置
の
地
域
振

興
基
金
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　

地
域
振
興
や
住
民
の
一
体
感
の
醸

成
を
図
る
事
業
へ
の
活
用
が
目
的
で

あ
る
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
計
画
的
な
運
用
を
行
う
。

　

公
共
施
設
解
体
基
金
が
10
億
円
あ

る
。
地
方
債
を
活
用
す
る
有
効
性
は
。

　

基
金
に
は
限
り
が
あ
る
。
地
方
債

に
は
交
付
税
措
置
が
見
込
ま
れ
る
が

慎
重
な
運
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
定
、
管
理
不
全
空
家
に
至
る
前

に
、
安
心
安
全
な
生
活
環
境
を
図
る

上
で
、
解
体
補
助
金
の
考
え
は
。

　

一
部
の
自
治
体
で
補
助
を
実
施
し

て
い
る
事
例
が
あ
る
。
導
入
の
可
能

性
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

　

宿
泊
施
設
誘
致
支
援
委
託
を
ホ
テ

ル
誘
致
に
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
目
的
を
想
定
し

た
宿
泊
施
設
の
需
要
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
の
分
析
結
果
、
民
間
宿
泊

事
業
者
を
対
象
と
し
た
市
民
対
話
を

実
施
し
、
具
体
化
に
取
り
組
む
。

　

外
国
人
就
労
確
保
へ
の
取
組
み
と

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

外
国
人
材
受
入
促
進
支
援
事
業
や

外
国
人
材
住
環
境
整
備
事
業
補
助
金

を
確
保
。
又
、
情
報
関
連
企
業
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
訪
問
し
、
立

地
環
境
や
支
援
制
度
等
を
提
案
し
て

い
く
。

　

道
の
駅
た
か
の
す
整
備
事
業
を
市

民
に
説
明
会
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　

整
備
計
画
の
全
体
像
が
市
民
に
十

分
伝
わ
っ
て
い
な
い
面
が
あ
っ
た
。

情
報
提
供
の
手
法
を
検
討
す
る
。

　

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
度
重
な
る

運
休
は
経
営
圧
迫
に
つ
な
が
り
、
信

頼
も
揺
ら
い
で
し
ま
う
。
国
土
交
通

省
の
「
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、
県
に
働
き
か
け
て
安
全

対
策
用
の
機
械
・
除
雪
車
両
の
更
新

を
行
い
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
は
。

　

秋
田
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
安
全

対
策
用
の
機
械
や
除
雪
車
両
の
更
新

に
つ
い
て
必
要
な
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

　

鷹
巣
地
区
の
雪
捨
て
場
の
増
設
を
。

併
せ
て
雪
捨
て
場
を
大
型
車
両
用
と

軽
車
両
用
と
で
区
分
け
で
き
な
い
か
。

　

雪
捨
て
場
の
新
た
な
確
保
や
増
設

に
つ
い
て
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
排
雪
作
業
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
既
存
の
雪
捨
て
場

の
運
用
方
法
の
見
直
し
や
、
利
用
区

分
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
を
含
め
た

ク
マ
被
害
防
止
対
策
や
豪
雨
・
豪
雪

対
策
と
し
て
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
よ

る
「
マ
ン
パ
ワ
ー
組
織
」
の
編
成
を
。  

　

制
度
面
で
の
整
理
や
適
切
な
人
材

の
確
保
な
ど
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
が
20
億

円
に
な
る
中
、
今
後
の
産
業
振
興
を

考
え
る
上
で
、
寄
付
額
を
活
用
し
「
新

産
業
会
館
」
の
建
設
を
。

　

６
次
産
業
化
の
取
組
や
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
新
た
な
「
新

産
業
会
館
」
を
整
備
し
な
く
て
も
、

既
存
施
設
の
利
活
用
を
促
進
し
て
今

後
の
産
業
振
興
は
対
応
可
能
。

運休が続いた内陸線

旧合川北小学校の老朽状況

新　

創　

会

新　

創　

会

 

次
世
代
に
バ
ト
ン
は

　
　

 

振
興
基
金
の
活
用
を

 

次
世
代
に
バ
ト
ン
は

　
　

 

振
興
基
金
の
活
用
を

（おがさわら　ひとし）

（さとう　ふみのぶ）

清　

明　

会

清　

明　

会

Ａ ＱＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱ

ＡＱＡＱＡ
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タ
ー
付
き
で
確
保
し
体
制
強
化
し
た
。

一
部
地
域
で
県
道
と
市
道
が
連
携
し
、

作
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

市
発
注
工
事
の
現
場
作
業
を
一
時
中
断

し
、
排
雪
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
く
な

ど
、
総
力
を
あ
げ
て
対
応
に
努
め
た
。

　

衆
議
院
解
散
総
選
挙
へ
の
対
応
は
。

　

解
散
か
ら
選
挙
ま
で
「
戦
後
最
短
」

16
日
間
の
短
い
日
程
で
大
雪
の
中
執
行
。

３
月
市
議
会
議
員
選
挙
を
控
え
準
備
の

最
中
で
あ
っ
た
が
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
準
備
を
最
優
先
で
進
め
た
。
確
定

申
告
相
談
の
時
期
と
重
な
り
、
期
日
前

投
票
所
及
び
当
日
の
投
開
票
所
へ
の
職

員
配
置
や
、
一
部
投
票
所
の
施
設
使
用

場
所
の
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
。
寒
波

や
大
雪
に
よ
り
市
内
各
地
で
交
通
に
支

障
が
生
じ
、
投
開
票
所
周
辺
の
除
排
雪

対
応
に
特
段
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
た
。

３月定例会　一般質問

　

除
排
雪
作
業
員
の
過
重
負
担
を
懸
念

す
る
。
処
遇
改
善
と
人
員
拡
充
が
必
要
。

　

大
雪
時
、
除
排
雪
作
業
が
長
時
間
、

連
日
に
及
び
、
作
業
員
皆
様
の
心
身
の

大
き
な
負
担
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

安
全
最
優
先
に
、
健
康
を
守
る
た
め
、

作
業
時
間
の
適
正
な
管
理
や
休
息
の
確

保
、
危
険
個
所
の
安
全
対
策
の
徹
底
な

ど
、
作
業
環
境
の
配
慮
に
努
め
て
お
り
、

今
後
も
現
場
の
状
況
を
丁
寧
に
把
握
し

必
要
な
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
人

員
確
保
は
人
手
不
足
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
処
遇
の
あ
り
方
と
担
い
手
確
保

は
表
裏
一
体
の
関
係
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

今
冬
の
豪
雪
対
応
で
災
害
対
策
本
部
の

設
置
に
伴
い
、
国
、
県
の
支
援
で
県
外

市
外
の
事
業
者
か
ら
13
台
、
市
内
か
ら

５
台
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
オ
ペ
レ
ー

 

除
排
雪
作
業
員
の

　

処
遇
改
善
と
人
員
拡
充

豪雪時解散から最短総選挙

 

三
浦　

倫
美　

議
員

　※ＱＲコードから一般質問の映像がご覧いただけます
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 三浦 倫美 議員（Ｐ８）

◆除排雪作業員の処遇改善と人員

拡充を

◆衆院解散総選挙への対応につい

て

 久留嶋 範子 議員（Ｐ９）

◆当市における介護人材の現状と

今後について

◆防災ラジオについて

◆湯ノ岱温泉の今後について

　一般質問は、２月16日・17日の２日間で行われ、６人の議員が登壇しました。

一 般 質 問一 般 質 問
活かそう市民の声活かそう市民の声

 市政を問う! 市政を問う!

 板垣 淳 議員（Ｐ９）

◆森吉山荘の再開について

◆道の駅たかのすの整備計画につ

いて

 木村 謙一 議員（Ｐ10）

◆雪害時の防災について

◆雪対策について

◆育児休業取得について

◆キャンプ場について

 福田 牧子 議員（Ｐ10）

◆雪対策事業について

◆児童館について

◆鷹巣中学校のスクールバスにつ

いて

◆英語教育の充実について

 福岡 由巳 議員（Ｐ11）

◆第２次北秋田市総合計画の検証

について

◆北秋田市史の編さんについて

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

（
み
う
ら　

み
ち
み
）

ＱＡ

ＱＡ



　

介
護
職
員
の
高
年
齢
化
に
よ
る
退
職

者
の
増
加
、
若
年
層
の
人
材
確
保
が
困

難
で
介
護
職
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
市
内
１
法
人
が
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
を
開
始
、
定
着
を
支
援
す
る
た
め

の
今
後
の
課
題
は
何
か
。

　

就
労
面
に
加
え
、
生
活
面
で
の
支
援

が
重
要
と
受
け
止
め
て
い
る
。
安
心
し

て
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
。
法
人
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
が
、
受
講
者
が
少
な
い
。
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
修
で
は
、
毎
年
７
～

８
名
の
受
講
者
を
確
保
し
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
７
年
後
か
ら
は
高

校
生
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
配
慮
し
て
ウ

ェ
ブ
対
応
型
の
研
修
を
導
入
し
、
よ
り

　

森
吉
山
荘
を
廃
止
し
た
こ
と
に
地
域

住
民
が
廃
止
反
対
の
陳
情
を
提
出
し
、

議
会
は
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
こ
れ

で
市
も
再
開
に
舵
を
き
っ
た
が
、
今
度

は
食
事
も
温
泉
も
な
い
簡
易
宿
泊
施
設

だ
と
い
う
。
住
民
は
以
前
と
同
じ
食
事

と
温
泉
付
き
で
の
再
開
を
強
く
望
ん
で

い
る
。

　

森
吉
山
の
国
定
公
園
化
を
踏
ま
え
、

民
間
参
入
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
対
応

を
検
討
す
る
。

　

住
民
や
指
定
管
理
者
の
意
向
な
ど
を

踏
ま
え
て
改
め
て
方
針
を
検
討
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

　

そ
れ
ら
を
含
め
新
年
度
に
最
終
決
定

し
た
い
。

　

道
の
駅
た
か
の
す
の
整
備
に
つ
い
て

住
民
か
ら
、
ク
マ
出
没
、
豪
雨
・
豪
雪
災
害
、

市
民
病
院
縮
小
、
物
価
高
騰
、
人
口
減
、

３月定例会　一般質問

少
子
化
・
過
疎
、
空
き
家
な
ど
「
課
題
が

こ
ん
な
に
山
積
し
て
い
る
と
き
に
33
億

円
も
か
け
て
ハ
コ
モ
ノ
で
す
か
」
と
疑
問

の
声
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
。
住
民
投

票
で
信
を
問
う
考
え
は
な
い
か
。

　

全
員
協
議
会
や
定
例
会
で
説
明
し
て

い
る
経
過
を
踏
ま
え
、
住
民
投
票
の
実

施
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

老
朽
化
と
交
通
量
激
減
な
ど
に
よ
り

道
の
駅
が
こ
の
ま
ま
で
い
い
と
は
思
わ

な
い
。
し
か
し
税
金
の
使
い
方
に
問
題
が

あ
る
。
ど
の
お
店
も
み
な
自
分
で
場
所

を
探
し
自
分
で
建
物
を
建
て
て
商
売
し

て
い
る
。
な
の
に
市
は
モ
ン
ベ
ル
と
ぶ
っ

さ
ん
館
に
土
地
を
買
っ
て
、
建
物
を
建
て

て
あ
げ
て
、
ハ
イ
ど
う
ぞ
こ
こ
で
商
売
し

て
く
だ
さ
い
だ
。
民
間
会
社
に
市
の
公
的

資
金
を
投
じ
る
の
は
お
か
し
い
。

　

民
間
活
力
を
活
か
せ
る
。

効
果
的
な
学
習
支
援
が
図
ら
れ
る
。

　

湯
ノ
岱
温
泉
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
の
住
民
説
明
会
が
２
月
２
日
に
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
地
元
住
民
か
ら
は
、

再
開
を
望
む
声
が
多
く
あ
っ
た
。
当
局

の
説
明
に
は
納
得
が
行
か
ず
、
臨
時
休

業
は
や
む
を
得
な
い
が
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
丁
寧
な
話
し
合
い
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

令
和
５
年
度
に
女
性
用
浴
室
の
壁
面

が
落
下
。
施
設
の
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
男
女
交
代
制
で
継
続
し
て
き
た
。
１

月
20
日
の
営
業
開
始
前
に
浴
室
の
天
井

と
床
面
に
新
た
な
不
具
合
を
確
認
し
、

営
業
を
休
止
し
た
。
近
隣
に
民
間
施
設

が
営
業
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、

本
地
域
に
お
い
て
行
政
が
温
泉
施
設
を

運
営
す
る
役
割
は
、
一
定
の
区
切
り
を

迎
え
つ
つ
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

老朽化し再開困難な湯ノ岱温泉

再開が予定されている森吉山荘
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介
護
人
材
不
足
の

　

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

 
久
留
嶋　

範
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

森
吉
山
荘
の
形
態
は

　
　

新
年
度
に
最
終
決
定

 

板
垣　

淳　

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡＱ
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け
を
。

　

代
替
輸
送
は
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
自

治
会
長
や
民
生
委
員
に
対
応
依
頼
。
防

災
ラ
ジ
オ
の
呼
び
か
け
は
検
討
す
る
。

　

沢
口
地
域
の
児
童
館
を
閉
館
し
た
経

緯
、
居
場
所
と
し
て
必
要
性
の
理
解
を
。

　

小
学
校
統
合
の
際
、
説
明
会
を
開
い

て
納
得
し
て
も
ら
っ
た
。
再
開
は
現
実

的
で
な
い
。 

　

鷹
巣
中
学
校
の
保
護
者
の
送
迎
に
よ

る
朝
の
渋
滞
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を

現
状
に
合
わ
せ
て
拡
大
を
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
要
件
緩
和
は
、
バ
ス

の
台
数
や
運
転
手
の
確
保
が
難
し
い
。

　

子
ど
も
の
英
語
力
が
将
来
の
年
収
に

つ
な
が
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
授
業
導
入
で
費
用
対

効
果
も
。

　

本
市
の
小
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助

手
６
人
を
配
置
。
「
英
語
が
好
き
」
の

率
は
高
く
効
果
を
発
揮
。

３月定例会　一般質問

　

高
齢
化
に
よ
る
除
雪
作
業
の
危
険
と

困
難
。
移
住
・
定
住
・
外
国
人
の
生
活

環
境
面
か
ら
も
克
雪
・
利
雪
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
雪
氷
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、
自
治
会
の
除
排

雪
共
助
に
対
す
る
補
助
金
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
せ
ず
に
済
む
対
策
を
。

　

雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
地
域

主
体
の
除
排
雪
活
動
の
支
援
、
克
雪
用

水
の
確
保
は
、
現
段
階
で
は
具
体
的
な

事
業
化
を
進
め
る
段
階
で
は
な
い
。

　

克
雪
住
宅
の
普
及
、
集
落
内
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
集
合
住
宅
導
入
の
検
討
を
。

　

中
長
期
的
視
点
で
持
続
可
能
な
住
環

境
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　

大
雪
に
よ
る
バ
ス
路
線
運
休
の
代
替

輸
送
の
有
無
と
受
診
が
必
要
な
住
民
へ

の
配
慮
は
。
地
域
の
共
助
を
求
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
防
災
ラ
ジ
オ
で
の
呼
び
か

 

雪
対
策
事
業
の
拡
大

　
　

子
ど
も
の
育
ち
支
援

市ホームページより

 

福
田　

牧
子　

議
員
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（
ふ
く
だ　

ま
き
こ
）

ＱＡ

援
の
増
額
を
。

　

豪
雪
で
福
祉
の
雪
事
業
に
対
す
る
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
扶
助
限
度
額
を

４
万
円
か
ら
６
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

　

市
役
所
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得

に
つ
い
て
。

　

消
防
職
員
を
除
く
正
規
職
員
の
取
得

率
は
令
和
６
年
度
で
60
％
、
取
得
日
数

は
平
均
で
98
日
、
消
防
職
員
は
、
人
的

余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
取
得
実
績
が
な

い
。
今
後
改
善
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　

「
カ
ラ
ミ
ナ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
利

用
状
況
や
通
行
経
路
や
周
辺
の
環
境
整

備
へ
の
検
討
は
。

　

開
設
期
間
は
、
雪
解
け
後
の
５
月
中

旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
と
し
て
い
る
。

道
路
に
穴
が
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
と
か
、

崩
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
か
、
県
の
ほ
う

に
話
し
て
い
く
。

　

国
道
１
０
５
号
線
の
幸
屋
渡
バ
イ
パ

ス
で
倒
木
に
よ
り
約
８
時
間
に
渡
り
通

行
止
め
停
電
が
発
生
し
た
。
火
災
や
救

急
搬
送
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

は
。

　

隣
接
す
る
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

に
応
援
協
力
を
依
頼
し
た
。
消
防
団
の

災
害
対
応
能
力
向
上
や
団
員
確
保
な
ど
、

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
取
り
組
む
。

　

道
路
除
雪
で
玄
関
先
に
残
さ
れ
た
雪

を
歩
道
除
雪
用
の
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
で

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

歩
道
用
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
車
は
台
数

や
作
業
時
間
に
限
り
が
あ
り
、
全
戸
の

玄
関
前
除
雪
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
困

難
と
考
え
て
い
る
。
雪
の
塊
が
特
に
大

き
く
、
危
険
性
が
高
い
所
に
つ
い
て
は

対
応
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　

高
齢
者
等
の
除
雪
困
難
世
帯
へ
の
支

 

除
雪
へ
の

　
　

支
援
対
応
に
つ
い
て

幸屋渡バイパスの通行止め

 

木
村　

謙
一　

議
員

（
無
会
派
）

（
き
む
ら　

け
ん
い
ち
）

ＱＡ

（
公
明
党
）

ＱＡＱ

ＡＱＡＱＡ

ＱＡＱ

ＡＱＡＱＡＱＡ



　

最
近
４
年
連
続
の
豪
雨
災
害
の
傷
跡

は
今
な
お
残
り
復
旧
が
急
が
れ
る
。
こ

の
度
の
雪
害
も
対
応
が
後
手
に
回
っ
て

い
る
感
じ
が
否
め
な
い
。
先
を
読
ん
だ

防
災
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
が
ど

の
よ
う
に
検
証
さ
れ
て
い
る
か
。

　

検
証
項
目
と
し
て
掲
げ
た
目
標
に
は

達
成
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
災
害

対
応
を
整
理
確
認
し
、
課
題
を
把
握
し

対
応
改
善
に
生
か
し
て
い
く
。

　

こ
の
度
の
雪
害
に
つ
い
て
は
高
齢
者

世
帯
な
ど
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
非

課
税
対
象
者
に
限
ら
ず
政
策
を
充
実
す

べ
き
で
な
い
か
。

　

雪
対
策
に
対
し
て
も
う
一
度
検
証
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

４
年
連
続
の
豪
雨
災
害
は
合
川
地
区

に
お
い
て
は
小
阿
仁
川
が
あ
る
が
質
問

３月定例会　一般質問

す
る
の
は
、
市
に
関
係
す
る
準
用
河
川

田
の
沢
川
で
こ
こ
も
４
年
連
続
の
災
害

と
な
っ
た
。
抜
本
的
な
改
修
が
急
が
れ

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

被
災
箇
所
の
み
の
復
旧
で
は
根
本
的

な
解
決
に
至
ら
な
い
と
い
う
考
え
も
あ

り
上
流
部
分
も
含
め
て
検
証
し
た
い
。

　

防
災
マ
ッ
プ
で
は
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
と
指
定
し
て
い
る
消
防
署
旧
合

川
分
署
の
法
面
崩
落
が
あ
っ
た
が
前
回

被
災
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る
の
か
。

　

通
告
に
な
い
の
で
答
弁
で
き
な
い
。

　

合
川
地
区
に
は
豪
雨
災
害
等
の
た
め

の
大
き
い
避
難
所
が
な
い
。
旧
合
川
東

小
体
育
館
は
屋
内
相
撲
練
習
場
に
し
て

現
在
は
放
置
さ
れ
土
俵
は
ひ
び
割
れ
の

状
態
。
使
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

電
気
も
水
道
も
通
っ
て
い
な
い
の
で

避
難
所
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。

田の沢川の氾濫で市道が寸断
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防
災
対
策
の

　
　
　
　

検
証
は
い
か
に

 
福
岡　

由
巳　

議
員

（
ふ
く
お
か　

よ
し
み
）

（
無
会
派
）

ＱＡＱＡＱ

ＡＱＡＱＡ

【施設リニューアル概要】

新たに建設予定の道の駅棟には

・物産等販売施設

・レストラン及びテナント飲食店

・子育て応援施設

・アウトドア拠点施設

　（モンベル直営店、ツーリストセンター）

・道路情報発信施設

・24時間トイレ、授乳室、シャワー室

を配置する予定となっている。

【概算事業費】

国庫支出金　約12億2千万円

地方債　　　約16億2千万円

一般財源　　約  5億3千万円

合計　　　　約33億8千万円

道の駅たかのすリニューアル計画
特集(市が提案する)

道の駅たかのす外観イメージ図

※注）現在、基本設計中のため、施設概要及び概算事業費は確定したものではありません。
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　この４年間、２期にわたり議会広報の編集委員長を務めさ

せていただきました。紙面へのご意見をいただくたびに、「読

んでくださる方がいる」という何よりの励ましとなり、日々

の編集作業に力をいただいてきました。今号が今任期の最終

号となります。これから

も『ぎかいの杜』が市民

の皆様に親しまれ、議会

との架け橋として育って

いくことを願い、委員会

を代表し感謝を込めてご

挨拶申し上げます。

  委員長　五代儀　義富

福岡由巳福岡由巳

松橋久敏松橋久敏

長崎克彦長崎克彦

久留嶋範子久留嶋範子

中嶋洋子中嶋洋子

五代儀義富五代儀義富

市議会へのご意見を募集しています市議会へのご意見を募集しています
●対　象　市内在住又は通勤通学をしている方

●方　法　手紙、FAX、メールなど（文字で読める形式のもの）

●公　表　ホームページや広報紙で公表する場合があります。

●あて先　〒０１８-３３９２

北秋田市花園町１９番１号　北秋田市議会事務局

●メール　gikai@city.kitaakita.akita.jp

●ＦＡＸ　（０１８６）６２-４８４５

広報広聴特別委員会広報広聴特別委員会 ２年間ありがとうございました。２年間ありがとうございました。
議 会 の 動 き

＜１月1６日～３月15日＞

　市議会では、皆さんの生活に直結した

重要な問題を審議しています。開かれた

議会を目指し、どなたでも本会議の傍聴

が可能となっていますので、ぜひご覧く

ださるようお待ちしています。

　市議会では、皆さんの生活に直結した

重要な問題を審議しています。開かれた

議会を目指し、どなたでも本会議の傍聴

が可能となっていますので、ぜひご覧く

ださるようお待ちしています。

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

次の定例会は６月の予定です

▽総務文教　 ▽市民福祉

▽産業建設　　　　　　

いずれも会場は本庁舎

各常任委員会の会場 

３
月
３
月

２
月
２
月

１
月
１
月

16日・総務文教常任委員会所管

事務調査

27日・令和８年北秋田市上小阿

仁村生活環境施設組合議

会定例会

30日・秋田県市議会議長会定例

会

31日・第17回北秋田市民スキー

大会兼第69回北秋田学童

スキー大会

２日・議会運営委員会

４日・議会運営委員会

６日・全国高速自動車道市議会

協議会第52回定期総会

12日・本会議

　　・秋田内陸縦貫鉄道北秋田

議員連盟研修会

　　・広報広聴特別委員会

13日・本会議

　　・議会運営委員会

16日・本会議　一般質問①

17日・本会議　一般質問②

18日～19日

　　・総務文教常任委員会

　　・市民福祉常任委員会

　　・産業建設常任委員会

26日・３月定例会（最終日）

　　・議会運営委員会

　　・議員連盟臨時総会

28日・北秋田市スポーツ賞表彰

式

９日・広報広聴特別委員会

12日・議会運営委員会

皆さまからの請願・陳情と意見書提出
件　　　名 請 願 ・ 陳 情 者 結果 意見書

採　択

インボイス制度の廃止をめざし、

事業者の負担を軽減する経過措置

を継続するよう求める意見書を国

に送付することを求める陳情

「「最低賃金」の改正と中小

企業・小規模事業所支援の拡

充を国に求める意見書」の採

択を求める陳情書

秋田県商工団体連合会

会長 小玉 正憲

秋田県労働組合総連合

議長 高野 智子

秋田県春闘共闘懇談会

代表委員 奥井 明子

提出採　択

森吉山荘の温泉と食事提供を

含めた再開を求める陳情

前田地区活性化推進協議会

会長、桂瀬自治会長

白沢 光慶

不採択

提出

－

森吉山麓村おこし会会長

池田 文明

前田駅商店会会長

矢郷 康幸

前田地区商業会会長

柴田 裕

前田地区活性化推進協議会

副会長、新屋布自治会長

大渕 邦三
前田地区活性化推進協議会

副会長、惣内自治会長

金沢 照男


